
              新学習指導要領： 社会の変化、AIにできることできないこと 

 

「子供たちが社会に出るころには、今ある職業の４９％がなくなる。」という話を聞いたことが

あるかと思います。また、世界人口の増加に伴う水不足や食料不足問題、自然環境の大きな変化

による災害の出現など、これからの社会は不確定で予測困難な時代を迎えると言われています。

こうした中で学校教育には子供たち一人一人がこれからの社会の担い手として、様々な変化に積

極的に向き合い、他者と共同して課題を解決していくことができる力を身に付けさせることを求

めています。その上で子供たちが、様々な情報を見極め知識の概念的な理解を実現し、情報を再

構成するなどして新たな価値につなげていくことや、複雑な状況変化の中で目的を再構築するこ

とができるように期待されています。 

注）知識の概念的理解…個別的・断片的な知識から、つながり合う知識への変容などを意味する。 

 ◇次回は、これからの子供たちに求められる資質・能力とは何かについてお伝えします。 
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校 長 保 谷 力  
 

 全米におけるコロナ感染者数は減少しつつあるものの、依然としてロックダウン状態の続くオレゴン州

です。保護者、商工会の皆様には、日頃より学校教育にご理解・ご協力を頂き心より感謝申し上げます。P

JSでは9日よりオンライン授業を開始致します。こうした取り組みは、シアトルやサンディエゴ、ロサン

ゼルスなど、他の補習校でも5月を待って開始するところが出てきました。3月以来の休校が続き、子供た

ちはクラスの友達や担任の先生にどれだけ会いたかったことでしょう。9日（土）の授業では、新しいクラ

スのお友達同士が自己紹介をしたり、担任となった先生の得意なことや大切に考えていることなどのお話を

聞いたりするなど、この1年間のクラスづくりの骨格となる大切な時間になります。まさに「はじめの一歩」

となる一日です。オンラインによる学習になりますので、いつもとは様子が異なり集中力が続かないことも

あるかもしれません。しかし、こうした状況の中、先生方や教育委員会の方々の熱い思いにより実現できた

ことを大変うれしく思います。十分な環境ではないからこそ、感じること、考えること、人を慈しむことが

できるのではないでしょうか。こうした取り組みはコロナ終息の後に、子供たちにとって、それを支える私

たちにとって貴重な経験となって残るものと考えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

２０２０．４．１１ 

第１９－１号 

文責 校長 〇〇 ○○ 

 

教育目標 「帰国後、日本の教育に円滑に適応できるよう、日本の学校における学習指導要

領に沿った国語、算数(数学)の学力の維持、併せて生活・生徒指導を行う。」 

重点目標   一人一人の笑顔輝く学校づくり～期待登校・満足下校～ 

わ か ば 
 

２０２０．５．９ 

(令和２年) 第２０－５号 

文責 校長 保谷
ほ う や

 力
つとむ
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４年２組の担任になりました樋口富美と申します。 

2016、2017年に日本人学校で勤めました。その後主人の仕事の関係 

でロサンゼルスに引っ越しましたが、また今年からポートランドへ戻り、 

日本人学校に復帰することとなりました。子どもたちに会える日を心待 

ちにしています。 

今は厳しい状況下にありますが、子どもたちのサポートができるように 

一生懸命努めて参ります。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

小学部 4年 2組  

樋口 富美（ひぐち ふみ） 

 

 

中学部 1年 1組担任の河畑です。 

ここ数年代行講師として、そして保護者としても長い間日本人学校ではお世

話になってきました。私の経験から、子育てや教育はひとりではできないと

つくづく思います。特にこういう状況の中、一人でも多くの生徒のサポート

ができるよう努めてまいります。どうぞよろしくお願いいたします。 

                                   

 

中学部 1年 1組 

                                  河畑 康子（かわばた やすこ） 

小学部 1年 3組の担任となりました、ジンケ恵理です。一年間の代行勤務期間を経て、今年から正規

教員としてまたお世話になります。出身は、お茶とサッカーの町、静岡県藤枝市です。オレゴン州は

静岡と似ているところも多く、住んでいて心地が良いな、とつくづく感じています。 

今まで、日本と米国で、言語教育に関わる仕事をしてきました。その傍ら、演劇やミ

ュージカルなどの舞台芸術にも携わってきました。現在は、少しずつ、その二つの分

野をつなぐ活動もしています。日本人学校で教えていると、自分も学ぶことが多く、

本当に刺激的な環境だと感じます。これから生徒のみなさんと一緒に、私自身も教師

として成長していきたいと思います。 

2020年は、ポートランド日本人学校にとってはもちろん、世界にとって大変な年

となりました。このような過渡期に、日本人学校というコミュニティの一部になれた

ことを、幸せに思います。みなさま、どうぞよろしくお願い致します 

小学部 1年 3組 

ジンケ 恵理（じんけ えり） 


